
 

                                               

                                               

                         

 

 

 

                                              

                                              

                                              

                                              

                  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

                   

 

 

平成３０年７月豪雨の被災状況 
家族でみかんの選果作業地

で 

☆経営概況☆ 

大阪で他産業に従事していたが、２７歳でＵターン。 

就農時 3ｈａの柑橘園地を就農後１０年で 6.5ｈa に規模拡大。 

極早生みかんやせとか・愛媛果試第 28 号等有望品種まで１２種類の栽培に取り組ん

でいます。 

労働力は主に家族経営で両親と妻、年間雇用１人、繁忙期（10～１２月）６人雇用。 

 家族経営協定を平成２０年に締結し、就業条件や休日等明文化しています。 

 

☆ここがポイント☆ 

 全国的にみてもおいしいみかん栽培の適地である玉津が豪雨により甚大な被害を被っ

たが、その後復興を目指し担い手として、優良農地を活かした栽培に取り組みたいと頑

張っています。毎年少しずつ栽培面積を増やしています。 

収穫時には対象園地の糖度調査を行い、収穫時期を決めて、おいしいみかんのブランド

化を目指しています。 

主な販路は、東京・大阪の大消費地で、顧客への直接販売も行っています。 

結婚後は、主に産直部門はパートナー（妻）が担当して「みかん」を介した消費者交

流に取り組んでいます。 

～玉津ブランドの全国発信をめざす！～  

島田 明倫さん(宇和島市（旧吉田町））  
 
かんきつ農家  1981 年生まれ 
 



【一日のライフスタイル（一例）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【一週間のライフスタイル（一例）】 

月 火 水 木 金 土 日 

 
 
 
 

      

 
 
 
 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

☆これからの夢や目指すもの☆ 

 農業で安心して働いてもらえる雇用ができるよう法人化をめざしていきたいです。
優良農地が荒れていくのをみるのはつらいので、荒れる前に農地の集約を図っていき
たいです。また、地域農業の担い手育成のために、研修生を受け入れていきたいです。 
☆メッセージ☆ 
西日本豪雨で農地の流亡、樹園地流失、農業機械や軽トラックなど流され甚大な被

害を受けたが、あきらめない仲間がいます。全国から多くの支援と勇気をもらいまし
た。農業は自分の生活のためだけにしているのではなく、みかんを待ってくれている
多くの消費者のため頑張りたいです。「食」と「信頼」を届ける産業として、全国、世
界につなげていきたいです。 
 
 
 

【普段の生活について】 
 地域イベントや行事には積極的に参加してい
ます。宇和島のガイヤカーニバルには毎年チー
ムを組んで参加していました。結婚後は、家庭
を大事にして夫婦で田舎の豊かさを満喫してい
ます。子供が生まれてからは自然の中での子育
てや家族での時間を大切にしています。年１回
のファミリー旅行を目標にして、家族が楽しく
暮らせるメリハリのある農業経営に取り組んで
います。 

【普通期】 

【繁忙期】 

地域行事にも積極的に参加 入学式も夫婦で出席！ 

 

休日 

収穫・選果・出荷（常に何らかの作業をしています） 

 

栽培管理（週１回の休日をとっています） 


